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要     旨 

 重症熱性血小板減少症候群(SFTS)は 2006 年に中国で初めて発生が確認された SFTS ウイルス

(SFTSV)による新興感染症であり、2013 年 1 月には日本国内でも初症例が確認された。2014 年に大分

県で初めてヒトでの感染例が報告され、2020 年 8 月までに 23 例が報告されている。原因病原体はブニ

ヤウイルス科フレボウイルス属に分類される SFTSV である。マダニによって媒介（ヒト-ヒト感染の報

告もあり）し、野生動物や家畜・ペット動物は SFTSV の生活環において保有宿主としての役割を持つ。

本疾患の感染経路に関してはいまだ不明な点が多いとされていが、SFTSV を保有する野生動物の分布

はヒトの SFTS の発生に大きく関与すると推測されている。日本における疫学調査報告では、シカ、イ

ノシシ、アライグマなどの野生動物なかでもシカの陽性率が比較的高く、SFTS 患者発生地域で陽性率

がより高い傾向が見られる。その一方で飼育犬にも抗体陽性が確認されている。しかし媒介するマダニ 
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の SFTSV 陽性率とその分布、さらには野生・飼育動物における血清疫学調査は十分であるとは言えな

い。また外来害獣のアライグマによる農作物・人為被害が近年増加しており、家屋にも侵入するため、

重要な人獣共通感染症を発生させる可能性がある。さらに近年、アライグマでの SFTSV 抗体陽性率が

高く、またネコも SFTSV に対する感性が高いことが報告されており、大分県内でのこれらの動物に対

する抗体、SFTSV 陽性率、SFTSV 陽性の分布を把握することは、マダニと動物における SFTSV の生

活環をより詳細に解明することができ、SFTSV 感染リスクを知る上で有用な情報、対策にもつながる

ものと考えられる。そこで本研究では大分県内に生息する野生動物、ペット、マダニにおける SFTSV

感染状況および分布調査を行った。2010 年 1 月から 2020 年 10 月までに大分県内で捕獲したシカ 115

例、イノシシ 65 例、アライグマ 166 例、野生犬 57 例、飼育犬 568 例、飼い猫 286 例、マダニ 1,332

検体を対象とした。野生・飼育動物に対しては ELISA 法を用いて抗体保有率を評価し、マダニに関し

ては RT-nested PCR を用いて SFTSV の保有状況を評価した。アライグマ、シカ、イノシシ、野生犬、

飼育犬、飼い猫の抗 SFTSV 抗体保有率はそれぞれ 27、55、12、1.8、0.5、1.4%であった。マダニに

ついては SFTSV の保有は見られなかった。大分県の 6 地域のうち北部、東部で野生動物、家畜、マダ

ニ間での SFTSV 感染の可能性が低い結果であったが、北部ではヒト発生例は報告されていることから、

今後も動物とダニの包括的な SFTSV 分布調査を継続する必要がある。                                             

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              


